
東京エリアにおける需給状況とひっ迫対応について
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東京電⼒パワーグリッド株式会社
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

1. 6/27〜7/1需給ひっ迫状況について
2. 前回3/16〜3/23需給ひっ迫の課題を踏まえた対応
3. 今回の需給ひっ迫対応を踏まえた課題

6/27〜7/1需給ひっ迫
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

6/27〜7/1の気温と需要の状況
 関東甲信越地⽅は観測史上最速の6/27に梅⾬明けし、記録的な猛暑となった。
 6/27〜7/1は、東⽇本⼤震災以降の６⽉最⼤需要4,727万kW(2018年6⽉29⽇実績)

を510万kW〜760万kW上回る需要が連⽇発⽣。(6/30は5,487万kW、翌7/1は更に59
万kW⾼い5,546万kWを記録)

順位 日付
最大需要 東京天気

時刻 万kW 最高気温 ℃ 平均気温 ℃

1 2022年6月30日 14～15時 5,487 36.4 30.8

2 2022年6月29日 13～14時 5,296 35.4 29.4

3 2022年6月27日 13～14時 5,254 35.7 29.5

4 2022年6月28日 14～15時 5,238 35.1 29.2

5 2018年6月29日 14～15時 4,727 32.9 28.3

６⽉の⾼需要時の需要・気温の実績

2018年6⽉29⽇（東⽇本⼤震災以降の６⽉既往最⼤）

今年6⽉の各⽇の最⼤需要の推移 今回ひっ迫

今
回
ऱ
ढ
迫
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

6/27〜7/1の電源等の補修停⽌
 7⽉下旬〜9⽉上旬の⾼需要期における供給⼒不⾜を回避するために、電源等は基本的に6

⽉までに補修停⽌を実施している。6/27〜7/1において補修停⽌中の電源等は500万kW程
度であった（主に調整電源を対象に算定）。

 今回、6/24(⾦)時点において、翌週の⾼需要の可能性を踏まえ、⼀部補修計画(100万kW
程度)の⾒直し(延期)を実施。

6/27〜7/1は
500万kW程度の補修停⽌
(当初計画は+100万kWであったが
⼀部補修計画の⾒直しを実施)

夏季に向けて計画的に
補修量減少

（主に調整電源を対象）

今回需給ひっ迫
（6/27〜7/1）
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

追加供給⼒対策
 6/27〜7/1の需給ひっ迫時の追加供給⼒対策として「電源Ⅰ´(6/30までは協⼒お願い)」、

「電源Ⅱ増出⼒」、「⾃家発焚き増し」、「需給ひっ迫融通」、「供給電圧調整」を実施して、
最⼤で約200万kWの供給⼒を追加確保。

 なお、⾃家発焚き増しは6/26(⽇)時点における翌⽇以降の需給ひっ迫を想定して、先⾏し
て実施判断。

6/26 6/27 6/28 6/29 6/30 7/1
追加供給⼒確保量(16〜17時) 217万kW 150万kW 201万kW 158万kW 166万kW

電源Ⅰ´発動
(ひっ迫⾒通し時点で供給⼒計上)

電源Ⅱ増出⼒運転
(ひっ迫⾒通し時点で供給⼒計上)

⾃家発焚き増し要請
(要請実施後、供給⼒計上)

需給ひっ迫融通受電
(融通指⽰後、供給⼒計上)

50Hz・60Hz両⽤機切替
(切替指⽰後、供給⼒計上)

供給電圧調整
(要請受領後、供給⼒計上)

11:00判断 8:00 22:00

11:15 23:25 9:00 19:30

15:00
18:00

15:00
18:00

15:00
18:00

15:00
18:00

9:30 22:00

[協⼒なし]

10:30
24:00

15:00
22:00

2:00
24:00

7:00
24:00

9:00
14:00

16:30
17:00

14:35
19:46

15:17
17:33

(前⽇より計上) (前⽇より計上) (前⽇より計上) (前⽇より計上)

(前⽇より計上) (前⽇より計上) (前⽇より計上) (前⽇より計上)(前⽇より計上)

(前⽇より計上) (前⽇より計上) (前⽇より計上) (前⽇より計上)(前⽇より計上)

(当⽇計上) (当⽇計上) (当⽇計上) (当⽇計上)(当⽇計上)

(当⽇計上)(当⽇計上)

(当⽇計上) (当⽇計上) (当⽇計上) (当⽇計上)(当⽇計上)
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

 ⾼気温に伴い、需要が⼤幅に増加し、需給ひっ迫となったものの、⽕⼒増出⼒運転等の追加供給⼒対
策を実施、および需給ひっ迫準備情報の発出や需給ひっ迫注意報の発令等により、安定供給を維持。

6/27〜7/1需給状況について（最⼩予備率時）

※1 「前⽇想定」の「予備率」が最⼩の時間帯 ※2 前⽇14時頃時点の想定 ※3 当⽇9時頃時点の想定
※4 需給ひっ迫融通を含まない予備率(6/29,30,7/1当⽇朝は融通の⼀部を含む) ※5 16-17時の実績(予備率最⼩とは限らない)

6/27(⽉) 6/28(⽕) 6/29(⽔) 6/30(⽊) 7/1(⾦)
対象時刻(最⼩予備率時)※1 16〜17時 16〜17時 16〜17時 16〜17時 16〜17時

前⽇
想定

※2

東京想定気温 32.0℃ 32.3℃ 33.6℃ 34.2℃ 34.0℃
需要 5,093万kW 5,065万kW 5,282万kW 5,453万kW 5,271万kW

供給⼒ 5,220万kW 5,099万kW 5,369万kW 5,530万kW 5,605万kW
エリア予備率※4 2.5％ 0.7％ 1.6％ 1.4％ 6.3％

当⽇朝
想定

※3

東京想定気温 33.1℃ 32.7℃ 33.6℃ 34.3℃ 33.9℃
需要 5,193万kW 5,079万kW 5,363万kW 5,414万kW 5,425万kW

供給⼒ 5,205万kW 5,243万kW 5,461万kW 5,562万kW 5,588万kW
エリア予備率※4 0.2% 3.2% 1.8% 2.7% 3.0%

実績

東京実績気温 32.6℃ 32.6℃ 32.9℃ 34.9℃ 35.1℃
需要 5,012万kW 5,122万kW 5,142万kW 5,383万kW 5,315万kW

供給⼒ 5,452万kW 5,539万kW 5,623万kW 5,729万kW 5,713万kW
エリア予備率※5 8.8％ 8.1％ 9.4％ 6.4％ 7.5％

追加供給⼒対策

217万kW
・⽕⼒増出⼒運転
・⾃家発焚き増し
・(ひっ迫融通)
・供給電圧調整

150万kW
・電源Ⅰʻ発動
・⽕⼒増出⼒運転
・⾃家発焚き増し
・(ひっ迫融通)
・供給電圧調整

201万kW
・電源Ⅰʻ発動
・⽕⼒増出⼒運転
・⾃家発焚き増し
・(ひっ迫融通)
・供給電圧調整

158万kW
・電源Ⅰʻ発動
・⽕⼒増出⼒運転
・⾃家発焚き増し
・(ひっ迫融通)
・供給電圧調整

166万kW
・電源Ⅰʻ発動
・⽕⼒増出⼒運転
・⾃家発焚き増し
・(ひっ迫融通)
・供給電圧調整

需給
ひっ迫

準備情報 前々⽇発出
前々⽇発出

○
○

注意報 ○ ○ ○ ○ －前⽇発出



7

無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

【参考】6/27〜7/1需給状況について（最⼤需要時）

※1 「実績」の「需要」が最⼤の時間帯 ※2 前⽇14時頃時点の想定 ※3 当⽇9時頃時点の想定
※4 予備率は⼩数第1位まで有効な需要・供給⼒の数値にて算定 ※5 需給ひっ迫融通を含まない予備率(6/29,30,7/1当⽇朝は融通の⼀部を含む)
※6 15時以降使⽤率ピーク⾒通しのため電源Ⅰʻ、融通をこの時間帯実施なしの⽇がある

6/27(⽉) 6/28(⽕) 6/29(⽔) 6/30(⽊) 7/1(⾦)
対象時刻(最⼤時)※1 13〜14時 14〜15時 13〜14時 14〜15時 14〜15時

前⽇
想定

※2

東京想定最⾼気温 34.5℃ 34.0℃ 35.0℃ 36.0℃ 36.0℃
需要 5,111万kW 5,262万kW 5,362万kW 5,619万kW 5,480万kW

供給⼒ 5,414万kW 5,400万kW 5,499万kW 5,810万kW 5,870万kW
エリア予備率※4※5 5.9％ 2.6％ 2.5％ 3.4％ 7.1％

当⽇朝
想定

※3

東京想定最⾼気温 34.5℃ 34.0℃ 35.0℃ 36.0℃ 36.0℃
需要 5,250万kW 5,224万kW 5,499万kW 5,576万kW 5,605万kW

供給⼒ 5,483万kW 5,497万kW 5,697万kW 5,782万kW 5,815万kW
エリア予備率※4※5 4.4% 5.2% 3.6% 3.7% 3.7%

実績

東京実績最⾼気温 35.7℃ 35.1℃ 35.4℃ 36.4℃ 37.0℃
需要 5,254万kW 5,238万kW 5,296万kW 5,487万kW 5,546万kW

供給⼒ 5,630万kW 5,763万kW 5,775万kW 5,995万kW 6,073万kW
エリア予備率※4 7.2％ 10.0％ 9.1％ 9.2％ 9.5％

追加供給⼒対策※6

124万kW
・⽕⼒増出⼒運転
・⾃家発焚き増し
・(ひっ迫融通)
・供給電圧調整

64万kW
・⽕⼒増出⼒運転
・⾃家発焚き増し
・供給電圧調整

183万kW
・⽕⼒増出⼒運転
・⾃家発焚き増し
・(ひっ迫融通)
・供給電圧調整

141万kW
・⽕⼒増出⼒運転
・⾃家発焚き増し
・(ひっ迫融通)
・供給電圧調整

66万kW
・⽕⼒増出⼒運転
・⾃家発焚き増し
・供給電圧調整

需給
ひっ迫

準備情報 前々⽇発出
前々⽇発出

○
○

注意報 ○ ○ ○ ○ －前⽇発出
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

需給ひっ迫準備情報の発出・需給ひっ迫注意報の発令

 6/29・6/30は前々⽇（6/27・6/28）に算定する翌々⽇の需給バランス評価の結果、エリ
ア予備率5%未満となったことから、需給ひっ迫準備情報を発出。

 6/27は、前⽇(6/26)に算定する翌⽇の需給バランス評価の結果、広域予備率5%未満と
なったことから、国と連携して需給ひっ迫注意報を発令し、その後の需給ひっ迫が継続したこと
から、注意報も継続し、6/30に解除。

6/25 6/26 6/27 6/28 6/29 6/30 7/1

需給ひっ迫準備情報
【前々⽇18時】

需給ひっ迫注意報
【前⽇16時】

18:40

19:15

17:00

13:00

20:50 15:50

19:00

13:30

20:45

14:30

20:15

対象⽇

対象⽇

対象⽇ 対象⽇対象⽇対象⽇

継
続

継
続

継
続

解
除

※ 時刻は当社プレス公表時刻
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

【参考】情報発信（Twitter・LINEを⽤いたお客さまへのダイレクト情報発信）
⽇ プレス SNS 時間 内容

6/26(⽇)

－ Twitter 13:46 27⽇の需要⾒通しについて①

注意報①
(17:00公表)

Twitter 17:40 27⽇の需要⾒通しについて②
Twitter 17:42 27⽇の無理のない範囲での節電のお願い
LINE 19:31 27⽇の節電のご協⼒のお願い

6/27(⽉)

注意報②
(13:00公表)

Twitter 12:50 16〜17時のできる限りの節電のお願い①
Twitter 12:51 熱中症注意のお願い①

－ Twitter 15:16 16〜17時のできる限りの節電のお願い②
－ Twitter 15:24 熱中症注意のお願い②

準備情報
(18:40公表) Twitter 19:53 29⽇の需給ひっ迫準備情報のお知らせ

注意報③
(20:50公表)

Twitter 20:42 27⽇の節電の御礼と28⽇の無理のない範囲での節電のお願い
LINE 20:57 27⽇の節電の御礼と引き続きのご協⼒のお願い

6/28(⽕)

－ Twitter 11:25 熱中症注意のお願い①
注意報④

(15:50公表) Twitter 15:38 需給ひっ迫注意報継続のお知らせ

注意報⑤
(19:00公表)

Twitter 18:52 28⽇の節電の御礼と29⽇の無理のない範囲での節電のお願い
LINE 19:10 28⽇の節電の御礼と引き続きのご協⼒のお願い

準備情報
(19:15公表) Twitter 19:45 30⽇の需給ひっ迫準備情報のお知らせ

6/29(⽔)

注意報⑥
(13:30公表)

Twitter 12:50 需給ひっ迫注意報継続のお知らせ
LINE(Voom) 13:38 節電への協⼒依頼

－ Twitter 19:00 1⽇の需要⾒通しについて
注意報⑦

(20:45公表)
Twitter 20:35 29⽇の節電の御礼と30⽇の無理のない範囲での節電のお願い
LINE 20:39 29⽇の節電の御礼と引き続きのご協⼒のお願い

6/30(⽊)

－ Twitter 11:14 節電への感謝とお願い
注意報⑧

(14:30公表)
Twitter 14:23 需給ひっ迫注意報継続のお知らせ

LINE(Voom) 14:46 節電への協⼒依頼
注意報解除

(20:15公表)
LINE 19:00 節電の御礼

Twitter 20:02 需給ひっ迫注意報解除のお知らせ
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

1. 6/27〜7/1需給ひっ迫状況について
2. 前回3/16〜3/23需給ひっ迫の課題を踏まえた対応
3. 今回の需給ひっ迫対応を踏まえた課題

3/22〜23需給ひっ迫
3/16地震

3/18需給ひっ迫
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

 前回3/16〜3/22の需給ひっ迫対応の振り返りで抽出した課題について、国・広域機関・各
TSOと連携して、⼀体的な需給運⽤、情報発信の早期化などを実施。

前回3/16〜3/23の需給ひっ迫における課題

•隣接エリアの需給状況を
確認し、需給ひっ迫準備情
報などの発信準備要否を
判断

•前々⽇の需給ひっ迫準備
情報の発出、前⽇の需給
ひっ迫注意報の発令により
、需給ひっ迫情報の早期
化を実現

•8エリアにてkW公募、9エ
リアにてkWh公募を実施
(7/1からの契約※)
※需給ひっ迫を踏まえ、公
募電源の⼀部を前倒しで
起動並列

今夏に向けた対応状況

第47回電⼒・ガス基本政策⼩委員会(2022年4⽉12⽇) 資料3-1抜粋
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

東地域⼀体での需給運⽤
 需給ひっ迫時やGW等の再エネ余剰時に備えて、連系線潮流を含めた東地域⼀体需給バラ
ンスを作成し、需給ひっ迫準備情報の発出要否を判断
 予め共有する情報
• 需給バランス（⽉間バランス・週間バランス）
• ⾮常時の需給バランス※（週間以降のローリングバランス）
• 連系線の空き容量の把握（FC・北本含む）

※ 広域予備率8%未満またはエリア予備率5%未満、⻑周期広域周波数調整の可能性がある場合

東⽇本エリア⽉間バランス（東北ー東京）イメージ
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

情報発信の新たな仕組み（需給ひっ迫準備情報・注意報）
 ３⽉の東京・東北の需給ひっ迫時の情報発信に関する課題を踏まえて、今夏に向けて、国・広域機関と整

備した「需給ひっ迫準備情報」「需給ひっ迫注意報」「需給ひっ迫警報」を発出する仕組みに基づき、前述の
とおり、6/26〜6/30に需給ひっ迫状況を情報発信。

6/27(⽉)以降の需給状況を
踏まえ、6/26(⽇)に発令
→6/30(⽊)まで継続

6/29(⽔)・30(⽊)の需給状況を
踏まえ、6/27(⽉)・28(⽕)に発出

第50回電⼒・ガス基本政策⼩委員会(2022年5⽉27⽇) 資料4-4抜粋
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

今夏に向けた供給⼒の確保(kW公募・kWh公募の実施)
 今夏は安定供給に最低限必要な予備率3%は確保できていたものの、需給両⾯での不確実性や燃

料調達リスクの⾼まりを踏まえ、2022年度夏季に向けた供給対策として、供給⼒(kW)及び電⼒量
(kWh)の公募を実施し、kW公募では135.7万kWが落札、kWh公募では9.3億kWhが落札。

 なお、当初は契約期間を7/1以降としていたものの、今回の需給ひっ迫対応において、落札事業者と
調整して⼀部の公募電源を前倒しで運転。

第51回電⼒・ガス基本政策⼩委員会(2022年6⽉30⽇) 資料3-1抜粋

※需給ひっ迫を踏まえ、公募電源
の⼀部を前倒しで起動並列

※
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

1. 6/27〜7/1需給ひっ迫状況について
2. 前回3/16〜3/23需給ひっ迫の課題を踏まえた対応
3. 今回の需給ひっ迫対応を踏まえた課題

6/27〜7/1需給ひっ迫
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

今回の需給ひっ迫対応を踏まえ抽出された検討課題
 前回(今年3⽉)の需給ひっ迫と同様に、今回(6⽉)の需給ひっ迫についても、お客さまはじめ関係者

の皆さまの多⼤なご協⼒・ご⽀援により、停電を⽣じさせることなく乗りきれたことに⼼より感謝。
 前回(3⽉)の振り返りを通して、今回、需給ひっ迫情報の早期化等を実施したものの、以下のような

需給⾒通しの変化に係る課題が新たに顕在化。
週間⾒通し時点では需給に余⼒があったが前⽇時点で厳しい需給⾒通しとなった
朝時点では予備率3%程度の厳しい需給⾒通しであったが、午後に予備率が増加し需給が緩和

 今回の需給ひっ迫対応を踏まえ、端境期の供給⼒確保、需給⾒通しの変化、適切な情報発信に係
る検討課題を下表のとおり整理。引き続き、国・広域機関など関係者の皆さまと検討してまいりたい。

No. 今回抽出された検討課題 概要 →引き続き検討してまいりたい

1 夏冬以外の端境期の厳気象に
対応する供給⼒の確保

• 3⽉と同様に今回も夏冬以外の端境期の厳気象対応となったことから、端
境期の厳気象対応が可能となる供給⼒確保について検討することが必
要(広域機関の調整⼒等委員会にて議論中)。【構造的な課題】

2
需給⾒通しの変化
•BG(電源Ⅲ)計画の確度向上
(電源Ⅲの扱いの整理含む)

• 前⽇のBG計画(翌⽇計画)に対して当⽇のBG計画(GC時点計画)変更
により供給⼒が増加し、需給が緩和。前々⽇時点、前⽇時点のBG計画
(電源Ⅲ発電計画)の確度向上が必要か。あるいは、電源Ⅲの扱いの整
理(電源Ⅲの運転情報の把握とともに需給ひっ迫時の起動並列の仕組み
など)により、需給⾒通しの確度を⾼めることが必要か。【制度・運⽤課題】

3 需給⾒通しの変化
•PV予測・需要予測の精度向上

• FIT特例制度に係るPV予測と同様に、PV予測精度向上に取り組む。
• 節電効果の需要想定への反映など、需要予測精度向上に取り組む。

【制度・運⽤課題】

4
適切な情報発信
•気象予測の変化を踏まえた情
報発信・予備率管理

• 需給バランスが週間⾒通しや前⽇⾒通しから気象予測等の⾒直しにより
変化することを踏まえ、これらの変動を踏まえた情報発信や予備率管理
の整理が必要か。 【制度・運⽤課題】
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

1. 夏冬以外の端境期の厳気象に対応する供給⼒の確保
 今年3⽉の需給ひっ迫を踏まえ、広域機関の調整⼒等委員会にて、夏・冬以外の端境期における

厳気象に対応する供給⼒確保の必要性について議論中。
 今回のひっ迫状況も踏まえ、国・広域機関と連携して検討を進めていきたい。

第74回調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会(2022年6⽉28⽇) 資料2抜粋
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

需給状況の変化の全体像
 前⽇想定および当⽇朝想定に対して、 ①BG計画の上振れ・②PVの上振れ・③需要の下振

れなどの需給変化が重なった結果、最も厳しいと想定した時間帯の需給状況が緩和する結果と
なった。
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

2. 需給⾒通しの変化（①BG計画(電源Ⅲ発電計画)の変更）
 6⽉27⽇(⽉)28⽇(⽕)は、BG計画(電源Ⅲ発電計画)が当⽇になって上⽅修正された結果、当

⽇になって予備率が上昇。前⽇計画と当⽇GC計画（最終計画）の差は最⼤で107万kW。
 前々⽇に需給ひっ迫準備情報（広域予備率→6/29:4.1%、6/30:2.5%）を発信した6⽉29

⽇(⽔)30⽇(⽊)については、前⽇計画と当⽇GC計画との差異(BG計画変動)が減少。
 広域機関・TSOが、できるだけ早期に確度の⾼い電源Ⅲ発電情報を⼊⼿し、その結果を需給⾒通

しに織り込んで情報発信していくことで、市場参加者(BG)の適切な⾏動変容をうながすことが望まし
いのではないか（P20スライド参照）。

前々⽇の需給ひっ迫準備情報発信時は、
スポット価格が上昇し、BG計画変動が減少

需給ひっ迫とともにBG計画変動が拡⼤
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

【参考】①BG計画(電源Ⅲ発電計画)の変更状況（6/28(⽕)）
 BG計画(電源Ⅲ発電計画)の当⽇GC計画(最終計画)と前⽇計画との差(BG計画の変動)が最

⼤(107万kW程度)であった6/28(⽕)において、最⼤変動時(15:30〜16:00)における、主要
BGの前⽇・朝※・最終時点の計画変更時の変動量については、前⽇⇒朝※にかけて78万kW程
度、朝※ ⇒最終にかけて28万kW程度であった。

※ 当⽇8時〜9時頃の提出を朝としているが、提出がない場合は前⽇最終より抽出

＋27.6万kW

＋78.3万kW

(内訳)
⽕⼒ ▲2.1万kW
⽔⼒ ＋80.4万kW

(内訳)
⽕⼒ ＋22.5万kW
⽔⼒ ＋5.1万kW
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

2. 需給⾒通しの変化（①電源Ⅲ(⾮調整電源)の扱い）
 東京エリアの電源Ⅲ(⾮調整電源)はエリア全体の供給⼒の約43%(約2,300万kW)を占める。
 今回のように、今後も電源Ⅲの発電計画変更(BG計画変動)が全体の需給バランスに影響を与える

可能性が残る場合は、その対応策として、広域機関・TSOによる電源Ⅲの運転情報の把握(発電
機の並解列のSV情報やリアルタイム出⼒(TM情報)の⾒える化など)とともに、需給ひっ迫時の電源
Ⅲへの起動並列の仕組みなどにより、早期に需給⾒通しの確度を⾼めることが必要か。今後の電源
Ⅲの扱いについて、国・広域機関と連携して検討していきたい。

電源Ⅲの発電計画変更の影響あり
・広域機関・TSOによる電源Ⅲの運転情報の把握
・広域機関・TSOによる需給ひっ迫時の起動並列の仕組み

需給⾒通しの確度を⾼める

第74回調整⼒及び需給バランス評価等に関する委員会(2022年6⽉28⽇) 資料5抜粋

→BGが適切に需給バランスを維持

需給バランス維持の循環
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

3. 需給⾒通しの変化（②PV予測の変化）

想定対象時刻
前⽇⼣
(1８時頃)

予測値 実績差

当⽇朝
(８時頃)

予測値 実績差
実績※

6/27
(⽉)

16:00-16:30 488 ▲43 430 +15 445
16:30-17:00 342 ▲31 296 +15 311

6/28
(⽕)

16:00-16:30 434 +138 461 +127 588
16:30-17:00 318 +104 333 +90 423

6/29
(⽔)

16:00-16:30 538 +33 559 +12 571
16:30-17:00 382 +24 396 +10 406

6/30
(⽊)

16:00-16:30 552 +4 557 ▲1 556
16:30-17:00 396 +1 397 0 397

7/1
(⾦)

16:00-16:30 511 +24 511 +24 535
16:30-17:00 364 +20 363 +1 384

※実績30分値は5分値の平均で算出

2022年6⽉最終週
予備率最⼩（⾒込）時の太陽光想定および実績 単位︓万kW

 需給ひっ迫時における前⽇想定・当⽇朝・実績とのPV想定誤差を確認した結果、上振れ138万
kW程度〜下振れ43万kW程度の差異が⽣じている。

 FIT特例制度に係るPV予測精度向上の取り組み（前⽇朝〜当⽇GC時点の予測精度向上）と
同様に、前⽇⼣⽅想定〜当⽇実績のPV予測精度向上についても引き続き検討を進めていく。

6/28(⽕)のPVカーブ

前⽇想定
と実績の差
138万kW
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

【参考】②PV予測状況（6/28(⽕)）
 6/28(⽕)のPV予測の推移において、前⽇予測・当⽇朝予測・実績のPVカーブに対して、当⽇の

各時刻の予測のPVカーブの形状が異なる。
 現在時刻から3時間先で想定に⽤いる気象データが切り替わり、それまでの想定値と段差が⽣じて

いる可能性があり、前⽇⼣⽅想定〜当⽇実績のPV予測精度向上と合わせて、引き続き検討を進
めていく。

前⽇予測・当⽇朝予測・実績 当⽇の各時刻の予測の推移

PVカーブ形状変化
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

3. 需給⾒通しの変化（③需要予測の変化）
 需給ひっ迫時における前⽇想定と実績との需要想定誤差を確認した結果、下振れ132万kW程

度〜上振れ66万kW程度の差異が⽣じている。
 下振れ(前⽇想定>実績)の差異が⽣じている要因としては、需給ひっ迫注意報発令などによる節

電影響や気象影響・コロナ影響などが考えられ、引き続き、これらの分析およびその効果の需要想
定への反映⽅法について国・広域機関と連携して検討していきたい。
内訳 6/27(⽉) 6/28(⽕) 6/29(⽔) 6/30(⽊) 7/1(⾦)

想定誤差※
※実績－前⽇想定

[前⽇想定]
(最⼤需要実績)
(東京最⾼気温)

+42

[5,212]
(5,254)
(35.7℃)

▲24

[5,262]
(5,238)
(35.1℃)

▲115

[5,411]
(5,296)
(35.4℃)

▲132

[5,619]
(5,487)
(36.4℃)

+66

[5,480]
(5,546)
(37.0℃)

6/30(⽔)需要の前⽇想定と実績
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

【参考】③最⼤需要の前⽇想定と実績の差異
 需要想定は過去の需要と気象の実績から予測している。
 前ページに⽰した前⽇想定需要と実績需要との差異理由を確認するあたり、昨年度と今年度

6⽉最終週の需要と気温の相関を確認したところ、下図のとおり、相関関係に差異が⽣じてい
た。この差異の発⽣要因としては、需給ひっ迫注意報発令などによる節電影響や気象影響・コ
ロナ影響などの複数の要因が考えられることから、引き続き分析を進めていく。
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

【参考】③需要想定時の気象条件が実績通りであった場合の需要想定誤差試算

項⽬ 6/27(⽉) 6/28(⽕) 6/29(⽔) 6/30(⽊) 7/1(⾦)
想定誤差「実績－想定]

(最⼤需要)
(最⾼気温)

▲91
(5,254)
(35.7℃)

+14
(5,238)
(35.1℃)

▲85
(5,296)
(35.4℃)

▲197
(5,487)
(36.4℃)

▲47
(5,546)
(37.0℃)

（万kW)

6/30(⽔)の需要分析

 6/27〜7/1の需給ひっ迫時の需要分析にあたり、前⽇需要想定時の気象条件が当⽇の実績通りであっ
た場合(気象予測誤差なかりせば)の需要を試算した結果、当⽇実績とは、約87万kW程度(14〜197
万kW)の差異が⽣じている。

 差異が⼤きく⽣じている要因は、需要レベルの⼤きな変化や節電効果などが考えられる。引き続き、節電
効果の分析について国と連携して分析していく。

気
象
予
測
誤
差
ऩ
ऊ
ॉ
च
य

前⽇想定気象反映と実績差（16:00~17:00の時間帯)
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無断複製・転載禁⽌ 東京電⼒パワーグリッド株式会社

4. 適切な情報発信(気象予測等の変化を踏まえた情報発信等）
 週間⾒通しや前々⽇・前⽇の需給情報を発出後において、前述のとおり、気象予測等の⾒直しに

よって需給バランスに変化が⽣じている。夏季の⾼需要時は、気温変化1℃あたり150万kW程度
の需要が変化するため、気象予測の変化が需給バランス変化の要因の⼀つとして考えられる。(気
象庁殿HPによると、翌⽇の気温想定の平均的な誤差が(⼆乗平均平⽅根誤差が)約2℃発⽣。)

 また、当⽇においても、広域予備率の算定にあたっての30分毎に需給バランスを更新において、
16:30〜17:00の時間帯の想定需要が平均的に23万kW程度(0〜69万kW程度)変動してい
る。需要想定は、気象条件以外に需要実績なども考慮していることから、想定と実績との差異を踏
まえた予測⾒直しなどが影響していると考えられる。

 これらの変動を踏まえた情報発信や予備率管理の整理が必要か。

【6/28(⽕)】 週間⾒通し 実績(GC)
エリア需要 43,568MW 49,898MW
広域予備率 8.25% 9.99%

平均的に
23万kW変動

この時間帯最⼤で
69万kW変動


